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総合的な学習の時間 

 

自尊感情を育む総合的な学習の時間の指導の工夫 
― 他者との相互交流による振り返りを通して ― 

                                      

府中町立府中小学校 𠮷長 愛 

 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

本校は教育目標に，子供たち自身が“わたしがわ

たしになる学校”にするために「根っこを育てよう

…根を深く！太く！広く！」を掲げ，児童の表現力

と自尊感情を育む教育に取り組んでいる。現状とし

ては，近藤卓（2010）が考案したＳＯＢＡ－ＳＥＴ

において所属校児童の自尊感情の高さを数値化した

ところ，第５学年では約14.5％（131名中19名），

本学級の児童では約12.5％（32名中４名）の児童が

否定的な回答をしており，児童の自尊感情を育む取

組が喫緊の課題である。 

また，前年度の総合的な学習の時間の振り返りに

おいて，自分の成長を自覚していない児童が本学年

では多く見られた。その理由としては，自己評価し

かできておらず，「自分の力で解決することができ

た」「自分が地域の役に立った」という実感が十分

に得られていないことが考えられる。また，課題の

設定，情報収集等の探究のプロセスの各過程で振り

返りをしておらず，単元末のみで活動全体の振り返

りを行っており，自己の変容を自覚することができ

ていなかったと考えられる。 

小学校学習指導要領（平成29年告示）では，総合

的な学習の時間の目標を，探究的な見方・考え方を

働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して

よりよく課題を解決し，自己の生き方を考えていく

ための資質・能力を育成することを目指すと示され

ている。また，小学校学習指導要領（平成29年告

示）解説総合的な学習の時間編（平成30年，以下

「29年解説」とする。）においては，探究的な学習

活動では，「自分の力で解決することができた」

「自分が学習したことが地域の役に立った」など

の，課題の解決に取り組んだことへの自信や自尊感

情が育まれ，日常生活や社会への参画意識も醸成さ

れることも示されている。 

近藤（2010）は，自尊感情を育む共有体験の重要

性を述べている。自尊感情は，共有体験の積み重ね

によって少しずつ育まれるため，学習の場において

は，他者との相互交流が不可欠である。また，「29

年解説」では，自らの学びを意味付けたり価値付け

たりして自己変容を自覚するために振り返りの場面

を学習過程に位置付けることが適切であると示され

ている。なお，振り返りは必ずしも単元の最後に行

うとは限らず，探究の過程において，途中で一旦立

ち止まって振り返って考え直すことも意義があると

示されている。考えを深める中で，更に考えるべき

ことが見いだされるなど，常に自己との関係で見つ

め，振り返り，問い続けていこうとすることが重要

であると示されている。 

そこで本研究では，探究の過程において大きく分

けて二つの機会において振り返りを取り入れる。一

つ目は，探究のプロセスの各過程において，それま

での学びを振り返る時間を設ける。二つ目は，単元

研究の要約 

本研究は，他者との相互交流による振り返りを通して，自尊感情を育む総合的な学習の時間の指導の

工夫について考察したものである。文献研究から，自尊感情を育むためには，児童が「自分の力で解決

することができた」「自分が学習したことが地域の役に立った」などを自覚することが必要であると考

えた。そこで，探究のプロセスの各過程及び単元末の振り返りに，自己の学びを「見つめ」「振り返

り」「問い続ける」三つの段階を踏まえた，他者との相互交流による振り返りを実施した。その結果，

全ての児童が「自分の力で解決することができた」「自分が学習したことが地域の役に立った」と実感

し，自分の成長を自覚することができ，自尊感情を育むことにつながることが分かった。このことか

ら，他者との相互交流を取り入れた振り返りを行うことは，自尊感情を育む総合的な学習の時間の指導

に有効であるといえる。 
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末に４時間程度の振り返りを設ける。  

また，「29年解説」では，振り返りについて，常

に自己との関係で「見つめ」「振り返り」「問い続

ける」の三つの段階が重要であると示されているた

め，いずれの振り返りにおいても，表１に示した三

つの段階を踏まえた振り返りの充実を図る。 

 
表１ 振り返りの三つの段階(1) 

 段階 内容 

１ 見つめ 
学んできたことや考えたことを思い出し，他

者に伝え合う。 

２ 振り返り 
見つめたことを他者と相互交流することで自

分自身が自覚する。 

３ 問い続ける 

次の探究課題に対して，今回自分の力ででき

るようになったことや身に付けた力を活用し

ていく，新たな課題を設定する。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 自尊感情を育む総合的な学習の時間の指導の

工夫について 

(1) 本研究における自尊感情について 

中間玲子（2016）によると，モーリス・ローゼン

バーグ（Rosenberg，1965）は，自尊感情には二つ

の異なった側面があるとし，一面では「自分はとて

もよい（very good）」と感じることで，もう一面は

「自分はこれでよい（good enough）」と感じるこ

とと述べている。 

また，近藤（2010）は自尊感情について，基本的

自尊感情と社会的自尊感情の組み合わせによって成

り立っていると述べており，図１のように，sＢ，

ＳＢ，sｂ，Ｓｂの四つのタイプに分けている。基

本的自尊感情は，成功や優劣とは無関係の感情であ

るため，あるがままの自分を受け入れ，自分をかけ

がえのない存在として，丸ごとそのままに認める感

情と言える。また，よいところも悪いところも併せ

もった自分を，大切な存在として尊重する感情と言

える。一方，社会的自尊感情は，うまくいったりほ

められたりすると高まるが，失敗したり叱られたり

すると途端にしぼんでしまうため，状況や状態に支

配される感情であると述べている。 

また，前述のように「29年解説」においては，探

究的な学習活動では，「自分の力で解決することが

できた」「自分が学習したことが地域の役に立っ

た」などの，課題の解決に取り組んだことへの自信

や自尊感情が育まれ，日常生活や社会への参画意識

も醸成されると示されている。 

以上のことから，本研究における自尊感情を，

「自分の力で解決することができた」などという基

本的自尊感情と「自分が学習したことが地域の役に

立った」などの社会的自尊感情とし，他者と共に課

題の解決に取り組んだことで育まれるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 自尊感情の四つのタイプ1) 

 

(2) 総合的な学習の時間で自尊感情を育むために 

 は 

 「29年解説」では，他者との相互交流や表現によ

る振り返りを通して，課題が更新されたり，新たに

調べることを見いだしたり，意見や考えが明らかに

なったりすると示されている。 

近藤（2010）は，共有体験によって，基本的自尊

感情と社会的自尊感情は育まれると述べている。自

尊感情を育むには，相互交流などの共有体験を通し

て，「自分の感じ方が隣にいる信頼できる友だちと

同じだ」ということを確認し，「自分の感じ方はこ

れでよいのだ」という確認をする。その体験こそ

が，基本的自尊感情を育む大切な一歩となると述べ

ている。そして，社会的自尊感情は，他者との関わ

りの中で，成功体験を積むことや少しでもよい結果

が出たときにほめたり評価したりすることで高める

ことができると述べている。 

これらのことから，総合的な学習の時間で自尊感

情を育むためには，他者との相互交流が必要であ

ＳＢタイプ 自尊感情の２つの部分がバランスよく形成されている 

ｓＢタイプ 社会的自尊感情が育っていない：のんびり屋，マイペース 

ｓｂタイプ 自尊感情の２つの部分が両方とも育っていない：孤独，自信がない 

Ｓｂタイプ 社会的自尊感情が肥大している：頑張り屋の良い子，不安を抱えている 

 

社会的自尊感情（ＳＯＳＥ） 

・認められ，見つめられることによって膨らむ。熱気球のように。 

・他者との比較による相対的な優劣による感情 

 

基本的自尊感情（ＢＡＳＥ） 

・体験と感情を共有することの繰り返しで形成。和紙を重ねていくように。 

・比較ではなく絶対的な無条件の感情。 
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り，自分の成長を自覚する振り返りの指導の工夫が

必要であると考える。 

 

２ 他者との相互交流による振り返りについて 

(1) 他者との相互交流とは 

「29年解説」では，他者とは，共に学習を進める

グループだけでなく，学級全体や他の学級あるいは

学校全体，地域の人々，専門家など，また価値を共

有する仲間だけでなく文化的な背景や立場の異なる

人々をも含めて考えると示されている。多様な他者

と協働して学習活動を行うことには様々な意義があ

り，①他者へ説明することにより生きて働く知識及

び技能の習得が図られること②他者から多様な情報

が収集でき，それらを手掛かりに考えることが可能

になり，自己の考えを広げ深める学びが成立するこ

と③よりよい考えが作られることなどと示されてい

る。 

 三宮真智子（2013）は，主張や根拠の異なる他者

と話し合うことの効果は，相手の考えを理解するだ

けにとどまらないと述べている。相手に自説を展開

することにより，また，相手の反論に再反論を試み

る中で，「自分がなぜそう考えるのか」が，よりは

っきりと見えてくるとし，特に，複数の他者からの

多様な反論に出会うとき，私たちは，自分の考えを

振り返り，よりいっそう思考を深める機会をもつこ

とになると述べている。 

 これらのことから，本研究における他者との相互

交流とは，多様な他者との話合いによって自分を振

り返り自己の思考が深まるものと定義する。 

(2) 振り返りについて 

「29年解説」では振り返りについて，学習中に自

らの学びを意味付けたり，価値付けたりして自己変

容を自覚し，次の学びへと向かうようにすると示さ

れている。また，振り返りは必ずしも単元の最後に

行うとは限らず，探究の過程において，途中で一旦

立ち止まって振り返って考え直すことも意義がある

と示されている。 

堀公俊（2010）は，振り返り（リフレクション）

について，「省察」と「概念化」を併せて振り返り

と呼ぶと述べている。振り返りで大切なことは二つ

あり，一つは，自分自身の内面に向き合って内省

し，そこで気付いたことなどを言葉にして自ら語っ

ていくことで，自分を開くことから，自己開示と呼

ぶ。もう一つは，相手を見て，自分が感じ気付いた

ことを言葉にして相手に返して伝えていく行為で，

フィードバックと呼ぶと述べている。 

これらのことから，本研究における振り返りと

は，探究のプロセスの各過程における振り返りと単

元末の振り返りの二つの機会において，他者との相

互交流による「見つめ」「振り返り」「問い続け

る」三つの段階を踏まえるものと定義する。 

(3) Round Studyの手法を援用することについて 

以上に述べた他者との相互交流による「見つ

め」「振り返り」「問い続ける」三つの段階を

踏まえる振り返りを実現する方法として，本単

元ではRound Studyの手法を援用する。 

石井英真・原田三朗・黒田真由美（2017）は，

Round Studyについて，2030年の社会と子供たちの

未来を見据えて提唱されている「主体的・対話的で

深い学び」を教師自身が実感できる研修手法であ

り，「新しい学習指導要領が求める授業改善の姿」

を体現したもので，六つのRound（協議）を通し

て，参加者の知を交流し集合知を形成していく研修

法と述べている。この六つの過程を表２に示す。 

 
表２ Round Studyの流れ(2) 

Round 構成 内容 

Round０ 全員 

・課題を共有する。 

・Round Studyについて，展開とマナーの説明を

する。 

Round１ グループ 

・テーマについて各々が自分の考えを伝える。 

「書きながら話す」 

・同じグループの人たちとの会話を楽しむ。 

Round２ グループ 

・ホストを残して席を移動する。 

・ホストは，訪れた人にRound１の様子を模造

紙を見ながら伝える。 

・比べたり，つなげたりしながら，語り合う。 

Round３ グループ 

・Round１のときの席に戻る。 

・テーマについて，グループとしての意見を短

冊にまとめる。 

（例）魅力を青色の短冊に，課題を黄色の短

冊に書く。 

Final 
Round 

全員 

・短冊を示しながらグループごとに発表する。 

・示された短冊をボード上で分類・整理する。 

・それを見ながら，全体でまた語り合う。 

RoundE 全員 

・Roundの振り返りをする。 

・評価シート，討論の内容などから，Round 

Studyの成果をまとめ，後日配布する。 

・評価・分析から次の課題を設定する。 

 

原田（2017）は，Round Studyが，形を変え場所

を変えて展開する大きな可能性を秘めていると述べ

ている。教師自身がRound Studyを体験すること

で，授業でアレンジして活用できるなど，新しいア

イデアが生み出されることが多くあると述べてお

り，Round Studyを取り入れた小学校での児童対象

の事例が紹介されている。 

本研究では，Round Studyを援用した振り返りを

行えば，「見つめ」で散らばった知をつなげ，「振

り返り」では全体を俯瞰して捉えようとし，「問い
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続ける」段階で児童の学びは深まると考える。 

これらを基に本研究では，多様な他者との話合い

によって自分を振り返り，自己の思考が深まる

Round Studyの流れを援用し，「自分の力で解決す

ることができた」「自分が学習したことが地域の役

に立った」などに気付かせるようにする。 

その際，小学生の発達段階を踏まえて，四つの工

夫を行う。一つ目は，45分または90分の授業で行え

るよう，時間配分を考えること。二つ目は，ゴール

を明確にし，相互交流の視点を示すこと。三つ目

は，Round Studyの評価シートを参考に「振り返り

シート」を作成し，自分の成長を自覚した内容や次

の課題を書く欄を設けること。四つ目は，席を移動

する際，どこに移動するか一目で分かるように表を

作成し，事前に掲示して知らせることである。 

Round Studyの手法を援用した授業の流れを，表

３及び表４にまとめた。 

 

表３ 探究のプロセスの各過程における他者との相互交流

による振り返りについて 

段階 時間 構成 内容 

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
の
各
過
程 

見
つ
め 

５分間 全員 
・相互交流の方法について（展

開とマナー）の確認をする。 

10分間 ４人班 

・探究活動の各過程について，

学んできたことや考えたこと

を伝え合う。模造紙に意見を

書き込みながら発言する。 

振
り
返
り 

７分間 

１名がホスト

となって残る。

他のメンバーは

それぞれ指定さ

れた場所に移動

し新たなメンバ

ーを構成する。 

・ホストを残して，席を移動す

る。 

・ホストは，訪れた人に見つめ

タイムの様子を模造紙を見な

がら伝える。 

・新たな意見を，模造紙に書き

加えながら発言する。 

８分間 
見つめタイム

の４人班 

・他のグループでどんな意見が

出たか報告し合い，テーマに

ついて，グループとしての意

見をＢ４の紙にまとめる。 

問
い
続
け
る 

10分間 
見つめタイム

の４人班 

・Ｂ４の紙を示しながらグルー

プごとに発表する。（示され

た紙をボード上で分類・整理

する。それを見ながら，全体

で意見を交流する。） 

５分間 全員 

・この時間の振り返りをする。

振り返りシート，話合いの内

容などから成果をまとめる。 

 

表４ 単元末における他者との相互交流による振り返りに

ついて 

段階 時間 構成 内容 

単
元
末 

見
つ
め 

10分間 

児童・保護者

・地域の方々全

員 

・相互交流の方法について（展

開とマナー）の確認をする。 

15分間 

児童４名（各

グループから１

名）保護者の方

または地域の方

の５名 

・防災について，学んできたこ

とや考えたことを伝え合う。

模造紙に意見を書き込みなが

ら発言する。 

振
り
返
り 

15分間 

ハザードマッ

プグループの１

名がホストとな

り，残る。他の

メンバーは，そ

れぞれ指定され

た場所に移動し

新たなメンバー

を構成する。 

・ホストを残して，席を移動す

る。 

・ホストは，訪れた人に見つめ

タイムの様子を模造紙を見な

がら伝える。 

・新たな意見を模造紙に書き加

えながら発言する。 

15分間 
見つめタイム

の４人班 

・他のグループでどんな意見が

出たか報告し合い，テーマに

ついて，グループとしての意

見をＢ４の紙にまとめる。 

問
い
続
け
る 

20分間 
見つめタイム

の４人班 

・Ｂ４の紙を示しながらグルー

プごとに発表する。（示され

た紙をボード上で分類・整理

する。それを見ながら，全体

で意見を交流する。） 

10分間 

児童・保護者

・地域の方々全

員 

・この時間の振り返りをする。

振り返りシート，話合いの内

容などから成果をまとめる。 

 

(4) 構想図について 

これまで述べてきたことを基に，本研究の構想を

図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本研究の構想図 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

総合的な学習の時間において，探究のプロセスの

各過程及び単元末の振り返りに他者との相互交流に

よる振り返りを位置付け，自己の学びを「見つめ」

「振り返り」「問い続ける」振り返りを行えば，児

童が「自分の力で解決することができた」「自分が

学習したことが地域の役に立った」などを自覚する

ことができ，自尊感情を育むことができるであろ

う。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，次頁表５に示す。 

振り返り（探究のプロセスの各過程・単元末） 

 総合的な学習の時間において児童の自尊感情を育むことができる 

自己の学びを 

見つめ 振り返り 問い続ける 

「自分の力で解決することができた」 

「自分が学習したことが地域の役に立った」 

 自分の成長を自覚 

他者との相互交流 

（Round Studyを援用） 
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表５ 検証の視点と方法 

 検証の視点 方法 

１ 
児童の自尊感情を育むことがで

きたか。 

・ＳＯＢＡ－ＳＥＴ 

・振り返りシート 

・事前・事後アンケート 

２ 
振り返りに他者との相互交流を

取り入れることは，児童の自尊感

情を育むことに有効であったか。 

・振り返りシート 

・ワークシート 

・行動観察 

 

Ⅳ 研究授業について 

 

１ 研究授業の内容 

○ 期 間 令和元年11月29日～令和元年12月16日 

○ 対 象 所属校第５学年（１学級32人） 

○ 単元名 「自分の命は自分で守る・つながり支 

え合う命」 

○ 目 標  

災害から命を守る取組を知り，災害時に関する

身近な課題について調べ，「防災ブック」を発信

し，他者との相互交流による振り返りを通して，

本校で育成を目指す資質・能力である，知識・技

能，表現力，自尊感情，協働性を育む。 

 

２ 研究授業の概要 

 本研究に関わる単元計画を表６に示し，研究授業

で実施した部分を太枠で囲んだ。なお，研究授業の

概要は次頁表７に示し，探究のプロセスの整理・分

析における振り返り及び単元末の振り返りにおい

て，他者との相互交流による振り返りを実践する。 

 
表６ 本研究に関わる単元計画「自分の命は自分で守る・ 

つながり支え合う命」（全56時間） 

次 主な学習活動 
評価規準 

（評価方法） 

教科との

関連 

１ 課題の設定（24）   

単元の接続② 

・災害について知っている

ことを出し合う。 

・昨年度の豪雨災害の時の

状況を共有する。 

情報の収集⑩ 

・小屋浦地域に住む教師の

話を聞く。  

・損害保険会社の出前授業

を受ける。 

・ゲストティーチャーの講

話を聞く。 

・防災に関わる五つの体験

を行う。 

整理・分析④ 

・体験等の中から他学年に

伝えたいことを選ぶ。 

まとめ・創造・表現⑧ 

・リーフレットにまとめ，

校内に展示する。 

【知識・技能】 

地域の防災につい

て知り，つながり

支え合うために，

必要なことに気付

く。 

（ワークシート・

行動観察） 

【表現力】 

相手や場，目的や

意図に応じて，自

分の考えを表現す

る。 

（リーフレット・

行動観察） 

 

 

社会科： 

「 世 界 か

ら 見 た 日

本」 

道徳科： 

「 お ば あ

ち ゃ ん が

残 し た も

の」 

Ｄ－(19) 

理科： 

「 台 風 の

動 き と 天

気の変化」 

「 流 れ る

水 の は た

らき」 

体育科 

（ 保 健 領

域）： 

「 心 の 健

康」 

２ 新たな課題の設定（４） 

・昨年度の豪雨災害時にどの

ような対応をしたか各家庭

にアンケートを実施し，そ

【知識・技能】 

保護者アンケート

から本学年の家庭

の実態を知り，災

社会科： 

「 自 然 災

害 か ら

人 々 を 守

の結果から，疑問に思った

ことなどについて，意見を

出し合い，新たな探究課題

を設定する。 

・似た探究課題をもった児童

同士で集まり，新たに四つ

の探究グループを作る。 

・調べたいことを出し合い，

調査の計画を立て，内容や

方法を共有する。 

害時，つながり支

え合うために必要

なことに気付く。

（ワークシート・

行動観察） 

る」 

道徳科： 

「 な れ な

か っ た リ

レ ー の 選

手」 

Ａ－(３) 

３ 情報の収集（10） 

・計画に沿って，地域の方や

保護者の方々と１回目の調

査活動を行う。 

・調査結果から，新たな調査

課題を見付けたり，調査が

足りない内容を見付けたり

して，２回目の調査活動の

計画を立てる。 

・１回目同様，地域の方や保

護者の方々と共に２回目の

調査活動を行う。 

【知識・技能】 

調査活動を行うこ

とで地域で災害が

起きたときの被害

想定を知り，つな

がり支え合うため

に必要なことや，

自分にできること

は何かに気付く。 

（ワークシート・

行動観察） 

【協働性】 

自他のよさを生か

しながら協力して

問題の解決に向け

た探究に取り組も

うとする。 

（ワークシート・

行動観察） 

体育科 

（ 保 健 領

域）： 

「 け が の

防止」 

道徳科： 

「 わ た し

の ボ ラ ン

テ ィ ア 体

験」 

Ｃ－(14) 

４ 整理・分析（６） 

・集めた情報の中から，「防

災ブック」などにまとめる

内容として適切な情報を整

理・分析する。 

 

 

 

・これまでの学びを振り返

り，次時に向けての課題を

もつ。 

（探究のプロセスの各過程

の振り返り） 

【協働性】 

自他のよさを生か

しながら協力して

問題の解決に向け

た探究に取り組も

うとする。 

（ワークシート・

行動観察） 

【表現力】 

探究の過程におい

て途中で一旦立ち

止まって振り返り

考えを深める。 

（行動観察・振り

返りシート） 

【自尊感情】 

自分や友だちのよ

さや成長を確かめ

ながら自分の生き

方を見直し，実践

し よ う と す る 。

（振り返りシート） 

国語科： 

「 資 料 を

生 か し て

考 え た こ

と を 書 こ

う」 

 

５ まとめ・創造・表現（８） 

・地域の方々に発信するため

の「防災ブック」を作る。 

・公民館やくすのきプラザな

どに展示していただく。 

・地域の商業施設で，防災の

学びを発表する。 

【表現力】 

相手や場，目的や

意図に応じて，自

分の考えを効果的

に表現する。 

（防災ブック・行

動観察） 

国語科： 

「 資 料 を

生 か し て

考 え た こ

と を 書 こ

う」 

６ 振り返り（４） 

・単元全体について，自己と

の関係で, 「見つめ」「振

り返り」「問い続ける」三

つの段階を踏まえた振り返

りを行う。 

（単元末の振り返り） 

【表現力】 

他者との相互交流

における振り返り

において，単元の

学びを自己との関

係で見つめ，振り

返り，問い続け，

新たな課題を設定

する。（ワークシ

ート・行動観察） 

【自尊感情】 

自分や友だちのよ

さや成長を確かめ

ながら自分の生き

方を見直し実践し

ようとする。（Ｓ

ＯＢＡ―ＳＥＴ・

振り返りシート） 

国語科： 

「 立 場 を

決 め て 討

論 を し よ

う」 
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表７ 研究授業の概要 

 
実施日 

（時間） 活動内容 

 

探
究
の
プ
ロ

セ
ス
の
各
過
程 

11/29 

(１Ｈ) 

 探究グループごとに，整理・分析の活動における自

己の学びについて，「見つめ」「振り返り」「問い続

ける」活動を通して，他者との相互交流による振り返

りを行い，新たな課題を見付ける。 

単
元
末 

12/９

(１Ｈ) 

 単元全体の振り返りにおける他者との相互交流に向

けて，単元全体の学習を自己との関係で見つめる。 

12/13 

(２Ｈ) 

 単元全体の自己の学びについて，他者との相互交流

による振り返りを通して「見つめ」「振り返り」「問

い続ける」活動を行い，自己の変容を自覚する。 

12/16 

(１Ｈ) 

 「自分の力で解決することができた」「自分が学習

したことが地域の役に立った」と感じたことなど，振

り返りシートで共有し，新たな課題を見付ける。 

 

また，本研究で特に育成を目指す資質・能力及び

評価規準を表８に示す。 

 
表８ 本単元で育成を目指す資質・能力及び評価規準 

観点 評価規準 

自尊感情 
 自分や友だちのよさや成長を確かめながら自分の生

き方を見直し，実践しようとする。 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 

 

１ 児童の自尊感情を育むことができたか 

(1) ＳＯＢＡ－ＳＥＴ及び事前・事後アンケート 

の結果から 

近藤（2010）が考案したＳＯＢＡ－ＳＥＴを活用

して，児童の自尊感情を育むことができたかについ

て検証を行った。 

図３及び図４は，所属学年，学級の事前（５月）

及び事後（12月）の変容を示したものである。この

結果から，肯定的な回答をしていた学年の児童は

85.5％（131名中112名）から90.1％（131名中118

名）に増加，学級の児童は87.5％（32名中28名）か

ら93.8％（32名中30名）に増加しており，取組に一

定の成果があったと考える。 

 

 
     図３ 学年のＳＯＢＡ－ＳＥＴの結果  ｎ＝131 

 

 
    図４ 学級のＳＯＢＡ－ＳＥＴの結果  ｎ＝32 

また，本学級において自尊感情の低かった４名

（児童ア，児童イ，児童ウ，児童エ）の５月と12月

の変容を図５及び図６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ＳＯＢＡ－ＳＥＴの自尊感情分布図（５月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６ ＳＯＢＡ－ＳＥＴの自尊感情分布図（12月） 

 

 図５及び図６により，児童ア，イは「『ほとんど

の友だちに好かれている。』と思います。」という

質問に対して「そう思わない」が「そう思う」に変

化するなど，肯定的な回答が増え，ｓＢからＳＢと

なり，社会的自尊感情の高まりが見られた。また，

児童ウ，エにおいては，「『ときどき，自分はだめ

だな。』と思います。」という質問に対して肯定的

な回答をするなど，自己に関する質問への肯定的回

答が増え，基本的自尊感情の高まりが見られた。一

方，12月のアンケートでは，新たに児童オの社会的

自尊感情が下がっていることが分かった。児童オ

は，友だち関係で悩むことがあったため，社会的自

尊感情が下がったと思われる。 

また，自尊感情を育むことができたか，学校全体

で取り組んでいる「いのちの教育」に関するアンケ

ートを用いて検証した。事前（５月）及び事後（12

月）アンケートのうち，自尊感情に関わる二つの項

目の肯定的回答の変容を次頁表９に示す。 

118

112

13

19

12月

５月

自尊感情が高い 自尊感情が低い

30

28

２

４

12月

５月

自尊感情が高い 自尊感情が低い

（名） 

（名） 

０ 

０ 

イ

ウ エ

ア

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20
22
24

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

  …本学級の各児童（32名）の自尊感情の分布 
基本的自尊感情 
Basic Self Esteem 

（ポイント） 

 
ｓＢ 

社会的自尊感情 
Social Self Esteem 

オ 

Ｓｂ 

（ポイント） 

ＳＢ 

ｓｂ 

イ

ウ

エ

ア

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20
22
24

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

ｓＢ 

ｓｂ 

 

  …本学級の各児童（32名）の自尊感情の分布 基本的自尊感情 
Basic Self Esteem 

（ポイント） 

 

オ 

ＳＢ 

社会的自尊感情 
Social Self Esteem 

（ポイント） 

Ｓｂ 
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     表９ 事前・事後アンケート結果   ｎ＝32 

番号 項目 
事前 
（％） 

事後 
（％） 

３ 

 気持ちが沈んでいる時や，あまりやる気

が起きない物事に対する時でも，自分がす

べきことには取り組もうとしていますか。 
75.0 81.2 

14 
 「こうなりたい」「こうありたい」など

自分の目標や夢をもっていますか。 
87.5 93.8 

 

表９から，肯定的回答をした児童の割合が増えて

おり，児童の自尊感情が高まってきていることが分

かる。 

これらのことから，自己の学びを振り返り自分の

成長を自覚することは，特に基本的自尊感情を育む

ことにつながったと考える。 

(2) 振り返りシートから 

探究のプロセスの各過程及び単元末に行った他者

との相互交流による振り返りにおいて，肯定的評価

をした児童の割合を図７に示す。 

 

 
図７ 振り返りシートの結果 

 

単元末の振り返りでは，それぞれの項目で肯定的

な回答をした児童の割合が全て100％となった。こ

のことから，児童は，振り返りにおける他者との相

互交流によって班ごとに学びにおける成長を確認す

るだけでなく，個人でも一人一人が自分なりの成長

を自覚し，「自分の力でできた」「自分の学びが地

域や周りの人の役に立った」と実感することができ

たと言える。 

以上のことから，本研究によって児童の自尊感情

を育むことにつながったと考える。 

 

２ 振り返りに他者との相互交流を取り入れるこ

とは，児童の自尊感情を育むことに有効であっ

たか 

(1) 振り返りシートから 

探究のプロセスの各過程及び単元末に行った他者

との相互交流による振り返りにおいて，肯定的評価

をした児童の割合を図８に示す。 

図８から，どちらの振り返りにおいても，児童は

他者との相互交流は楽しかったと回答しており，手

法においても単元末の振り返りでは肯定的評価が

100％となった。このことから，児童が手法のよさ

を感じながら，楽しく振り返りを行うことができた

ことが，自尊感情を育むことにつながったと考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 振り返りシートの結果 

 

(2) ワークシート及び行動観察から 

単元末の他者との相互交流に向けて，１学期から

の総合的な学習の時間の活動や学んだことを思い出

し，その中で「自分の力でできた」「周りの人の役

に立った」と実感できたことについてワークシート

にまとめる活動を行った。児童の記述を次頁表10及

び表11に示す。 

表10及び表11から，一人一つは自分の成長を自覚

し，周りの人の役に立ったと感じていることが分か

る。記述内容も，探究のプロセスの各過程の他者と

の相互交流で見られた「分かった」「できた」とい

う記述から，「○○の力がレベルアップした」「役

割を果たせた」というように変化している。 

また，５月のＳＯＢＡ－ＳＥＴのアンケートで自

尊感情の低かった児童のうち，特に基本的自尊感情

の低かった児童ウ及びエを抽出し，行動や発言を観

察した。児童ウ及びエは，５月のアンケートでは

「自分にはよいところも悪いところもあると思いま

す。」と「『生まれてきてよかった。』と思いま

す。」の質問に「全然そう思わない」と回答してい

たが，12月のアンケートでは，両者とも「そう思

う」に変化した。児童ウは，単元末の他者との相互

交流において，「みんなと心を合わせることができ

ました。」「上手に伝える力が付きました。」とい

う発言をしていた。また，児童エについては，ゲス

トティーチャーと相互交流することで自信が付き，

積極的に発言する姿が見られた。 

これらのことにより，自分に自信がもてず，自尊

感情が著しく低い児童にも，他者との相互交流によ

る振り返りが自尊感情を育むのに有効であったと考

える。 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

周りの人の

役に立った

自分の力で

できた

探究のプロセスの各過程の振り返り 単元末の振り返り （％） 

ｎ＝32 

ｎ＝32 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

手法が

よかった

相互交流は

楽しかった

探究のプロセスの各過程の振り返り 単元末の振り返り （％） 

96.8 

87.5 
100 

100 

100 

100 

100 

93.7 
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     表10 ワークシートの記述内容    ｎ＝32 
「自分の力でできた」ことの記述内容 ※○数字は人数，複数回答を含む 

学んだことを伝える力がレベルアップした。⑧ 

友だちの意見を基にして，自分の意見を話すことができた。③ 

自分の考えをきちんともって，伝え合うことができた。① 

話合いの力がレベルアップした。① 

学んだことや意見をまとめる力が付いた。⑦ 

他者の意見を受け入れる力が付いた。① 

関連付けて考える力が付いた。③ 

言われてするのではなく自分で考えて行動することができた。⑥ 

自分たちで調べて，説明する力が付いた。① 

みんなで協力する力がレベルアップした。① 

判断する力が付いた。① 

課題を発見する力が付いた。① 

発表をたくさんすることができた。⑨ 

今までよりも自分から進んで発表することができた。④ 

自分の意見を言えるようになった。③ 

自分たちで調べる力が付いた。① 

自分で必要な情報を集めることができた。① 

みんなで心を合わせて学習することができた。① 

危険箇所や避難場所を見付けて，まとめることができた。④ 

防災意識をもつことができた。① 

自分の命は自分で守る力が付いた。① 

 
     表11 ワークシートの記述内容    ｎ＝32 
「周りの人の役に立った」ことの記述内容 ※○数字は人数，複数回答を含む 

グループ活動で自分の役割を果たせた。⑧ 

学んだことをまとめて伝えたから，地域の役に立ったと思う。⑨ 

学んだことを家族に伝え，非常食の準備をして，いつでも避難できるよ

うにした。② 

自助・共助・公助について地域の人に伝えることができた。② 

学んだことを家族に伝えて，家族で防災について話し合った。① 

町内会に呼びかけ，非常食の準備をしてもらった。① 

自分から活動の準備をするなど進んで行動した。④ 

友達にアドバイスできた。④ 

自分から意見を出すことで，班の役に立った。③ 

班で出たみんなの意見をまとめた。② 

周りの人と協力できた。① 

非常食の大切さを伝えることができた。② 

発表会で防災グッズの使い方などを伝えることができた。⑤ 

 

また，他の児童も，他者との相互交流の構成が変

わるたびに必ず一人１回は発言し，多様な意見を受

け入れながら聞き合う姿が見られた。ゲストティー

チャーからアドバイスをいただいて，発言すること

に勇気がもてたと話す児童もいた。 

以上のことから，振り返りに自己の学びを「見つ

め」「振り返り」「問い続ける」三つの段階を踏ま

えた他者との相互交流による振り返りを位置付ける

ことは自尊感情を育むことに有効であると考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめアンケート 

 

１ 研究の成果 

 検証授業において，「伝える力がレベルアップし

た。」「学んだことを発表したら，家族が非常食等

を用意してくれたので，家族の役に立った。」とい

った振り返りをする児童の姿が見られた。探究のプ

ロセスの各過程及び単元末に，「見つめ」「振り返

り」「問い続ける」三つの段階を踏まえた他者との

相互交流による振り返りを位置付けることにより，

児童は「自分の力で解決することができた」「自分

が地域の役に立った」と実感することができたと考

える。その結果，自分の成長を自覚することがで

き，自尊感情を育むことにつながることが分かっ

た。 

 

２ 研究の課題 

○ 「防災」の学習過程において，１，２学期を通

して，多くのゲストティーチャーの方々が児童と

の共有体験を積んでくださり，単元末の振り返り

における他者との相互交流には，９名のゲストテ

ィーチャーが参加してくださった。しかし，学校

や地域の実態によっては，同じようにゲストティ

ーチャーの方々との活動を組むことが難しい状況

も考えられる。そのため，学習過程において保護

者等との共有体験を仕組み，保護者等との相互交

流の場を設定できるよう，単元計画を立てる。 

○ 他者との相互交流の視点は「できるようになっ

たこと」「身に付いた力」「周りの人の役に立っ

たこと」の三つを児童に提示したが，「できるよ

うになったこと」と「身に付いた力」との違いが

児童には分かりにくかった。視点を焦点化させ，

児童の発達段階を踏まえ「身に付いた力」を「で

きるようになったこと」に置き換えて設定する。 

○ 今後は，他学年及び他教科等においても実践し

ていけるよう，カリキュラム・マネジメントを通

して，計画的に実践していく必要がある。 

 

【注】 
(1) 振り返りの三つの段階については，文部科学省（平成

30年）：『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説総
合的な学習の時間編』東洋館出版社 p.13，堀公俊
（2010）：『教育研修ファシリテーター』日本経済新聞
出版社pp.158-159，石井英真・原田三朗・黒田真由美
（2017）：『Round Study 教師の学びをアクティブにす
る授業研究－授業力を磨く！アクティブ・ラーニング研
修法』東洋館出版社p.19に詳しい。 

(2) Round Studyの流れについては，石井英真・原田三朗・
黒田真由美（2017）：前掲書p.19に詳しい。 
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